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薬学研究科薬学専攻の授業科目・単位・履修方法等の概要

⑴ 専修部門・専修科目・専門分野・指導教員・指導教員研究領域

専修部門 専修科目
単
位

専門分野 指導教員 研究領域

臨床副作用学
臨床副作用学演習
臨床副作用学特別実験

6
12

救急・災害医療薬学 教 授 江川 孝
医薬品による有害反応の機序解明と副作用の早期
予測・回避に関する研究

腫瘍・感染症薬学 教 授 松尾 宏一
抗がん薬および抗菌薬による副作用の評価と軽減
に関する研究

臨床薬剤学
臨床薬剤学演習
臨床薬剤学特別実験

6
12

病院薬学

教 授 今給黎 修 医薬品の適正使用に関する研究

教 授 緒方憲太郎
抗悪性腫瘍薬の適正使用と副作用マネジメントに
関する研究

臨床薬物治療学
臨床薬物治療学演習
臨床薬物治療学特別実験

6
12

免疫・分子治療学 教 授 石橋 大輔
難治性疾患の病態解明と治療法開発のための基盤
構築に関する研究

臨床薬物治療学 教 授 大江 賢治
各種癌に対するスプライシング操作化合物の有効
性に関する研究

医薬品情報学
医薬品情報学演習
医薬品情報学特別実験

6
12

医薬品情報学 教 授 右田 啓介
医薬品や疾患による中枢神経系の変性に関する情
報解析および発現機序解明

薬学疾患管理学
薬学疾患管理学演習
薬学疾患管理学特別実験

6
12

応用薬剤学 教 授 道具 伸也
脳神経血管機構の是正を基盤とした中枢神経疾患
の薬物治療最適化

薬学疾患管理学 教 授 山内 淳史
有害作用の薬学的管理に関する薬物動態学および
薬力学的研究

製剤設計学
製剤設計学演習
製剤設計学特別実験

6
12

創剤学 教 授 松永 和久 医薬品の新規製剤設計及びその応用研究

薬物送達学 （ 担 当 者 未 定 ）

臨床疾患薬理学
臨床疾患薬理学演習
臨床疾患薬理学特別実験

6
12

臨床疾患薬理学

教 授 岩崎 克典
生活習慣病要因を併せ持つアルツハイマー病遺伝
子改変動物を用いた行動薬理学的研究

教 授 桂林秀太郎 神経疾患の治療に寄与するグリア創薬研究

病態機能解析学
病態機能解析学演習
病態機能解析学特別実験

6
12

生体機能制御学 教 授 三島 健一 神経疾患の病態解明と個別化医療に関する研究

臨床生化学
臨床生化学演習
臨床生化学特別実験

6
12

生化学 教 授 本田伸一郎
シグナル伝達分子・転写調節因子による遺伝子発
現制御に関する研究

衛生化学 教 授 松末 公彦
核内受容体の生理機能および疾病発症との関連性
の解明

微生物薬品化学

教 授 鹿志毛信広 遺伝子組換え腸内細菌による粘膜免疫制御

教 授 佐藤 朝光 蚊媒介性疾患の予防に関する研究

臨床医薬品解析学
臨床医薬品解析学演習
臨床医薬品解析学特別実験

6
12

薬品分析学

教 授 能田 均
光分析を基盤とした生体機能解析ツールの創製と
その臨床化学的応用研究

教 授 吉田 秀幸
生体関連物質を対象とした高感度・高選択的計測
法の開発と臨床応用研究

臨床分析科学 教 授 巴山 忠
バイオアナリシス手法の新規開発と臨床的実用化
への応用

薬品物理化学 教 授 池田 浩人
ホスト-ゲスト相互作用を基盤とした分子物性修
飾機構の解析

臨床医薬品化学
臨床医薬品化学演習
臨床医薬品化学特別実験

6
12

薬化学 教 授 丸岡 博 創薬を指向したリード化合物創製に関する研究

生薬学 教 授 大川 雅史 天然由来抗酸化物質がもつ多面的な機能の解析

※ 令和７年４月現在の専修授業科目及び指導教員です。
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⑵ 基礎実習・担当教員

実習科目 単位 担当教員（オムニバス方式）

実務薬剤学実習 2

(コーディネーター）江川 孝

今給黎 修，緒方 憲太郎，神村 英利，松尾 宏一，内山 将伸，

中野 貴文，林 稔展 計８名

薬剤学実習 2
(コーディネーター）松永 和久

古賀 允久，中川 慎介，櫨川 舞，瀨戸口 修一 計５名

医薬品情報学実習 2
(コーディネーター）右田 啓介

道具 伸也，山内 淳史 計３名

薬理学実習 2
(コーディネーター）岩崎 克典

桂林 秀太郎，三島 健一，佐野 和憲 計４名

バイオ実習 2
(コーディネーター）鹿志毛 信広

石橋 大輔，大江 賢治，佐藤 朝光，細川 雅人 計５名

生化学実習 2
(コーディネーター）本田 伸一郎

松末 公彦，藍原 大甫，小迫 知弘 計４名

医薬品合成実習 2
(コーディネーター）丸岡 博

大川 雅史，古舘 信，益本 英一 計４名

医薬品分析実習 2
(コーディネーター）能田 均

池田 浩人，巴山 忠，吉田 秀幸，高田 誠，堤 広之 計６名

※令和７年４月現在の実習科目及び担当教員です。

⑶ 特修科目・担当教員

特修科目 単位 担当教員（オムニバス方式）

最新薬剤学特論 2
(コーディネーター）山内 淳史

道具 伸也，髙田 芙友子，瀨戸口 修一 計４名

医薬品管理・情報学特論 2

(コーディネーター）右田 啓介

神村 英利，松永 和久，古賀 允久，中川 慎介，林 稔展

計６名

臨床開発薬学特論 2

(コーディネーター）江川 孝

今給黎 修，緒方 憲太郎，松尾 宏一，内山 将伸，中野 貴文，

林 稔展 計７名

先端薬理学特論 2
(コーディネーター）岩崎 克典

大江 賢治，桂林 秀太郎，三島 健一，佐野 和憲 計５名

先端生命科学特論 2

(コーディネーター）本田 伸一郎

石橋 大輔，鹿志毛 信広，佐藤 朝光，右田 啓介，藍原 大甫，

小迫 知弘，細川 雅人 計８名

創育薬科学特論 2

(コーディネーター）丸岡 博

大川 雅史，巴山 忠，吉田 秀幸，高田 誠，古舘 信，

益本 英一 計７名

レギュラトリーサイエンス特論 2

(コーディネーター）能田 均

池田 浩人，大江 賢治，大川 雅史，道具 伸也，巴山 忠，

松末 公彦，高田 誠，堤 広之，林 稔展 計10名

※令和７年４月現在の特修科目及び担当教員です。

⑷ 専門力養成プログラム・評価教員

専門力養成プログラム 単位 評価教員

医療薬剤師養成プラン 4
(責任者）本田 伸一郎〈研究科長〉

道具 伸也〈学務委員〉 計２名
薬学研究者養成プラン 4

※令和７年４月現在の評価教員です。
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　⑸　授業科目の履修方法
　　1 ．学生の標準修業年限は 4年とし，所定の授業科目について，合計 30 単位以上を修得しなければ

ならない。 
　　2 ．学生は，1専修部門（演習・特別実験）を選定し，これをその学生の専修科目とする。その他の科

目については，指導教員（専修科目担当の教員）及び研究科長と相談し，基礎実習（2単位以上）を
選択し，これに特修科目及び専門力養成プログラムをあわせて 12 単位以上となるように選定し，
専修科目とあわせて 30 単位以上を履修するものとする。 

　　3 ．学生は，授業科目の選定のほか，博士の学位論文の作成，その他研究一般について指導教員の指
導に従うものとする。 

　　4 ．履修した科目（30 単位以上）を修得し，かつ指導教員から必要な研究指導を受けた上，博士の学
位論文及び最終試験に合格することによって本課程の修了とする。

　⑹　専修部門指導教員　内線番号

専修部門 専門分野 指導教員 内線番号 備考

臨床副作用学
救急・災害医療薬学 教 授 江川 孝 6 6 6 8

腫瘍・感染症薬学 教 授 松尾 宏一 6 6 8 8

臨床薬剤学 病院薬学
教 授 今給黎 修 ※①

教 授 緒方憲太郎 ※②

臨床薬物治療学
免疫・分子治療学 教 授 石橋 大輔 6 6 4 5

臨床薬物治療学 教 授 大江 賢治 6 6 9 6

医薬品情報学 医薬品情報学 教 授 右田 啓介 6 6 4 1

薬学疾患管理学
応用生物学 教 授 道具 伸也 6 6 6 6 学務委員

薬学疾患管理学 教 授 山内 淳史 6 6 3 7

製剤設計学 創剤学 教 授 松永 和久 6 6 7 2

臨床疾患薬理学 臨床疾患薬理学
教 授 岩崎 克典 6 6 6 5

教 授 桂林秀太郎 6 6 3 4

病態機能解析学 生体機能制御学 教 授 三島 健一 6 6 5 7

臨床生化学

生化学 教 授 本田伸一郎 6 6 1 6 薬学研究科長

衛生化学 教 授 松末 公彦 6 6 3 9

微生物薬品化学
教 授 鹿志毛信広 6 6 1 2

教 授 佐藤 朝光 6 6 6 0

臨床医薬品解析学

薬品分析学
教 授 能田 均 6 6 1 9

教 授 吉田 秀幸 6 6 1 8

臨床分析科学 教 授 巴山 忠 6 6 3 5

薬品物理化学 教 授 池田 浩人 6 6 2 2

臨床医薬品化学
薬化学 教 授 丸岡 博 6 6 1 7

生薬学 教 授 大川 雅史 6 6 1 1

・福岡大学 代表電話番号 (092) 871-6631

・福岡大学病院 代表電話番号 (092) 801-1011

・福岡大学筑紫病院 代表電話番号 (092) 921-1011

※①福岡大学筑紫病院薬剤部長室（内線 1300）または 薬学部内教授室（内線 6686）

※②福岡大学病院薬剤部（内線 2225）または 薬学部内教授室（内線 6673）
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